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令和元年度・第 1回 放送番組審議会議事録 

 

1. 開催年月日   2019 令和元年 5月 16日(木曜日) 

2. 開催場所   弊社事務局 

3. 委員出席   委員総数 5名、出席委員数 5名 

(1) 出席委員の氏名  小坂康雄、中村真弓、得上成子、栗原さつき、安藤一宏 

(2) 欠席委員の氏名  無し 

(3) 放送事業者側出席者名 技術統括・放送担当 岩田豊 

 

4. 議題及び議事の概要、審議内容 

 

はじめに 放送担当より挨拶、審議員委員長より挨拶 

(1) 審議事項  越谷のおはなし (毎週月曜日の生番組内で放送) 

(2) 意見交換  新年度の番組編成について 

(3) その他事項 今後の放送番組審議会開催日程について 

 

5. 審議機関の答申または意見に対してとった措置の内容 

 

(1) 審議事項 

 

(放送担当より) 

今回は、地元越谷市内で歴史研究をされている作家の方から寄稿された、越谷に関する様々なお話(史

実や神話、伝説、こぼれ話など)をまとめた書籍原稿を、各稿ごとに地域の児童生徒の皆さんに朗読し

て頂き、その収録編集したものをご紹介させていただきます。この編集音源はショートコーナー番組

として、当局の生放送番組内で定期放送させていただいています。主にお昼の時間帯において、当日

の放送テーマと合わせてご紹介するもので、本日ご試聴いただくのは、現在制作済の全 50話ほどの作

品のうちのひとつとなります。タイトルは「越谷に飛行場が有った」という内容です。皆さまどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

(番審委員より) 

企画は大変良いと思う。また、お話の内容もとても面白く、地元には昔、そういう事があったのかと

いう発見があり、とても勉強になる内容だと思いました。ただし、作者の方には失礼なことかもしれ

ませんが、公共放送で紹介する以上、放送局の責任として出自を正確に把握することが重要です、特

に史実に関しては、その信憑性を放送局としてしっかりと事前に調査確認をお願いしたいと思いまし

た。地域の資料館や、歴史研究機関などと連携するのもよいかと思います。 

 

(番審委員より) 

放送内容に、朗読を担当している児童生徒の自己紹介などは可能でしょうか。地域のことを地域の方

に喋っていただいているわけですから、リスナーは、どんな人がこの朗読をしているのか、といった

ことを知りたいと思うのではないかと感じました。また、他の委員の皆様同様に、内容がとても良い

と思うので、生放送の中でサラッと紹介、放送されてしまうことで、この番組に対する印象が薄くな

ってしまっている感じがしました。もっと宣伝をして定番的に放送することも検討してみては如何で

しょうか。 
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(放送担当より) 

貴重なご意見ありがとうございました。同作品は今後も種類を増やしていくよう考えておりますので、

皆様のご意見をそれぞれしっかりと組み入れて制作に反映して参りたく存じます。また、放送番組の

ご紹介方法についても、更に工夫して参りたく存じます。ありがとうございました。 

 

(2) 意見交換 

 

(放送担当より) 

前回ご案内の通り本年度 4 月からの番組表について、一般配布用の印刷物が完成しましたので資料と

して改めて皆様にご案内させていただきます。審議委員の皆様には、日頃定期的にご試聴されている

番組など有りましたら、それぞれご意見を賜りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

(番審委員より) 

いろいろな番組を聴くようにしていますが、時期を重ねて楽しめる番組が増えてきたと感じています。

開局 4 年目を迎え、今までを振り返り番組編成に対する方向性などを見直すことで、より良い放送内

容となるよう工夫して頂きたく思います。 

 

(番審委員より) 

土日の放送内容をもっと充実させてほしいです。週末の生放送を検討してみては如何でしようか 

 

(番審委員より) 

日頃拝聴していますが、生放送番組の中などで、リスナーさんからのメッセージ等をご紹介される際

には、極端に個人的な事柄ばかりとならない工夫が必要ではないかと感じています。番組とご担当 MC

さんの個性は保ちつつ、公共性には充分配慮した放送を期待します。そのためには、常に喋り手さん

と聴き手さんとの間で、上手な距離感を保てるような何かしらルールが必要かもしれません。また、

アナウンサー研修なども必要なのではないでしょうか。 

 

(放送担当より) 

大変貴重なご意見ありがとうございました。新年度は、災害時を想定した緊急放送の研修や、放送機

器操作に関する研修の充実、各種のマニュアル作りなども計画して参りたく思います。今後も皆様か

らの様々なご意見を局全体で共有できるよう努めると共に、より良い番組作りを行って参りたく存じ

ます。本日は大変有り難うござました。 

 

(3) その他事項・今後の放送番組審議会開催日程について 

 

次回は 令和元年 07 月 18 日(木) 09：00～ 

次々回は 令和元年 09 月 19 日(木) 09：00～ 

上記の通りご予定ください。 

 

6. 審議機関の答申または意見の概要の公表 

 

公表の方法  □ 放送事業者が行う放送(放送番組審議会が、必要とした場合に限る。) 

■ 当該事項を記載した書面の放送事業者の本社への備置き 

■ 放送事業者の電子公告(http://www.koshigaya.fm/)で行なう。 

公表の内容 上記 1.3 の人数及び 4 から 6 までの事項 

公表年月日 令和元年 5 月 25 日 

 

7. その他参考事項 

 

特に無し 


